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性
の
多
様
性
の
実
態
は
、
「
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
」
と
い
う
言
葉
を
通
じ

て
急
速
に
広
が
っ
て
い
る
。
Ｌ
＝
レ
ズ

ビ
ア
ン
（
女
性
同
性
愛
者
）
、
Ｇ
＝
ゲ

イ
（
男
性
同
性
愛
者
）
、
Ｂ
＝
バ
イ
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
（
両
性
愛
者
）
、
Ｔ
＝
ト

ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
自
身
の
性
別
に

違
和
感
を
持
っ
て
い
る
）
の
頭
文
字
で

あ
る
。
２
０
１
５
年
の
広
告
代
理
店
に

よ
る
調
査
で
は
、
全
人
口
の
約
８
％
、

13
人
に
１
人
の
割
合
で
存
在
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」

の
方
が
、
差
別
や
偏
見
を
受
け
る
こ
と

な
く
、
自
分
ら
し
い
生
き
方
が
で
き
る

よ
う
、
全
国
で
行
政
が
対
策
を
始
め
て

い
る
。
次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

(1)
町
職
員
の
認
識
を
高
め
る
研
修
を
。　

(2)
町
民
に
正
し
い
知
識
が
根
付
く
よ

う
、
広
報
活
動
や
講
習
会
の
実
施
を
。

(3)
小
中
高
校
の
教
職
員
へ
の
研
修
を
。

(4)
図
書
館
・
保
健
室
の
蔵
書
整
備
を
。

(1)
、
(2)
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
関
す
る

認
識
は
、
ま
だ
十
分
な
状
況
で
は
な
い
。

特
定
の
担
当
職
員
の
み
な
ら
ず
、
全
職

員
が
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
対
す
る
正
し
い
知
識

を
持
ち
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
々
が
抱
え
て

い
る
課
題
に
つ
い
て
も
共
通
理
解
を
図

り
な
が
ら
、
適
切
に
対
応
す
る
必
要
が

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
取
組
を
進
め
る
た

め
に
は
、
十
勝
全
市
町
村
が
一
体
と
な

っ
て
広
域
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
効
果

的
で
あ
り
、
「
十
勝
定
住
自
立
圏
共
生

ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お
い
て
、
十
勝
全
体
の

共
通
課
題
と
し
て
捉
え
る
よ
う
提
案

し
、
職
員
研
修
や
住
民
向
け
の
講
演
会

等
の
共
同
実
施
に
向
け
て
検
討
を
進
め

た
い
。

(3)
町
内
の
小
・
中
学
校
で
は
、

国
な
ど
の
資
料
や
通
知
を
基
に
、
職
員

会
議
や
校
内
研
修
等
に
よ
り
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
に
対
す
る
適
切
な
理
解
を
深
め
て
い

る
。
今
年
度
は
十
勝
教
育
研
修
セ
ン
タ

ー
に
よ
る
研
修
講
座
の
中
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

に
係
る
講
座
が
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、

一
定
程
度
の
研
修
は
実
施
さ
れ
て
い

る
。
高
校
の
教
職
員
に
対
す
る
研
修
で

は
、
国
や
道
か
ら
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
等
に
関

す
る
通
知
や
資
料
は
、
道
立
高
校
と
と

も
に
私
立
高
校
に
も
発
出
さ
れ
、
校
内

研
修
や
道
教
委
等
の
研
修
に
よ
り
理
解

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

(4)
町
図
書
館
の
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」
関
連
図

書
は
45
冊
。
今
後
も
人
権
や
人
の
尊
厳

に
配
慮
し
な
が
ら
、
時
事
に
関
連
す
る

資
料
や
時
機
を
捉
え
た
図
書
の
収
集
に

努
め
た
い
。学
校
図
書
館
の
蔵
書
で
は
、

小
学
校
４
校
12
冊
、
中
学
校
２
校
３
冊
。

保
健
室
へ
の
図
書
の
整
備
は
、
保
健
室

が
比
較
的
限
ら
れ
た
児
童
生
徒
に
よ
り

利
用
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
た
場
合
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
、
一

律
に
整
備
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

「
ひ
き
こ
も
り
」
は
６
か
月
以

上
自
宅
に
ひ
き
こ
も
り
、
社

会
的
参
加
を
し
な
い
状
態
が
持
続
す
る

こ
と
、
精
神
障
害
が
第
一
の
原
因
と
考

え
に
く
い
状
態
を
「
ひ
き
こ
も
り
」
と

呼
ん
で
お
り
、
30
・
40
歳
代
か
ら
ひ
き

こ
も
る
人
が
増
え
て
い
る
。
こ
う
し
た

状
態
を
変
え
て
い
く
に
は
、
第
三
者
の

手
助
け
が
不
可
欠
と
い
わ
れ
て
い
る
。

次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

(1)
「
ひ
き
こ
も
り
」
の
実
態
調
査
を
。

(2)
相
談
支
援
の
充
実
を
。

(3)
家
族
へ
の
支
援
を
。

(4)
社
会
参
加
の
手
だ
て
を
。

(1)
国
等
の
実
態
調
査
で
導
き

出
さ
れ
た
傾
向
を
踏
ま
え
、
ひ
き
こ
も

り
の
相
談
の
機
会
を
通
じ
て
、
当
事
者

や
そ
の
家
族
と
の
個
別
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

調
査
に
よ
り
、
当
事
者
一
人
ひ
と
り
の

状
況
に
応
じ
た
支
援
に
努
め
た
い
。

(2)
昨
年
９
月
、
女
性
を
対
象
と
す
る
「
ひ

き
こ
も
り
当
事
者
の
会
」
が
発
足
し
、

町
で
は
職
員
が
会
の
立
上
げ
準
備
か
ら

関
わ
り
、
会
場
確
保
や
会
合
に
も
出
席

す
る
な
ど
し
て
い
る
。
今
後
も
、
町
と

し
て
で
き
る
限
り
の
支
援
に
努
め
た
い
。

(3)
今
年
開
催
さ
れ
る
研
修
会
は
、
親
や

家
族
が
ひ
き
こ
も
り
に
対
す
る
理
解
や

具
体
的
な
対
応
を
学
べ
る
機
会
と
な
る

こ
と
か
ら
、
参
加
を
促
し
た
い
。

(4)「
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
の
会
」
の
方
々

な
ど
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
支
援
の
充

実
に
努
め
た
い
。

答問
町
職
員
の
研
修
や
住
民
向
け
の
講
習
会
等
を
検

討
す
る

性
の
多
様
性
を
尊
重
す
る
手
だ
て
を

問

問

町
　
長

町
　
長

野原　惠子 議員
（日本共産党
幕別町議員団）

教
育
長

答問

相
談
支
援
体
制
の
充
実
に
努
め

る若
者

・
大
人
の

「
ひ
き
こ
も
り
」

支
援
の
手
だ
て
を


